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1 ．は じめに

　日本付近 で 発生す る 豪雨は、下層 の 湿暖 な 気塊 が 海 上 か ら流入

す る こ とで 発 生す る。こ の 湿暖 な 気塊 は 水蒸気浮 力 に よ っ て海上

に 発 達す る 対流混合層 内 に 蓄積 され 、そ の 混 合層 の 発 達高度 は

lkm 程度 で あ る。豪雨を再現 した 数値実験 の 結果 （e，g．，　Kato 　 and

Goda 　200D で は 、高度 500m 付 近 の 気塊が持 ち上げ られ て 積乱雲

が発生す る こ とが 示 され て い る 。 と こ ろ が 、豪雨 が 発 生 す る 環境

場 と し て 、多くの 研究者や気象庁 の 現 業 部 門 で は 850hPaの 水蒸気

場 を 用 い て 議論 ・検討 して い る 。 本 研 究 で は 、高度 seOm を基準

と して 、925hPa 　」P　850hPa が 表 現 す る水蒸気場 の 特徴を客観解析デ
ータ （気象庁 メ ソ 解析データ、水 平解像度 艮Okm 、時 間間隔 3 時 間）

を用 い て 統計的 に 調 べ た。気圧お よび 高度面デ ータ は 全 て 、モ デ

ル 面 （σ ・p ハ イ ブ リ ッ ト座 標 ）か ら計算 した。統計期間は 2008 年

6〜9 月、統計領域は 北緯 35 度 以 南 と し た 。

2 ．下 層水蒸気場 を表現する高度

　高度また は気 圧 面 で の 相 当温 位 eeの 出現分布 （図 1）を見 る と、

高度 が 高 い ほ どeeが 低 く、下層大気 が 対 流不安定な成層状態 で あ
・

る こ とが わ か る 。 ま た、高度が高い ほ ど分散 が 大 きく、e．の 変動

が 大 きい
。 eeに つ い て 、高度 500m と そ の 上 空 お よび 下 層 との 関係

を 見 る と、850hPa （図 2a ｝ で は ば らっ きが 非常に 大 き く、5 〔｝m
の eeが 高 くて も必ず し も相対的に 850hPa の eeが 高 い と は 限 らない 。
こ の こ と か ら、850hPa で は 下層 の 水 蒸 気 場 を 表 現 で き な い と 結論

づ けられ る。925hPa （図 2b ） で は ば らっ き が小 さくな り、500m

の eeが高い ときは相対的に 925hPa で もeeが 高 く なっ て い る。た だ、

500m の eeが 350〜355K に あ る と き、最大 値 の 20％ の 出 現頻度 に

おい て 925hPa の eeは 10K 以上 の 変動があ り、一
卜二 分 に 925hPa が

下層 の 水蒸気場 を 表現 して い る と は い え ない 。250m （図 2c ）で は

ぱ らつ き が 非 常 に小 さ く、250m ま で 高度を下 げて 下層 の 水 蒸気 場

を見 る必 要 が な い こ と を示 して い る。以 上 の 特徴 は 、1989年 か ら

20 年間 （6〜9 月 ）の 高層観測デ
ータ か ら も確認 で き る （図 略 ）。

　梅 雨 前線 帯 で の 高度 500m と 850hPa で の eeの 関係 を み る た め に 、

雲 の 存在す る領域 （気象衛 星 の 赤外輝度温度 が 270K 以下で 判 断 ）

の み を 対 象 に 出 現 頻度を調 査 し た （図 3 ）。図 2a と異 な り、eeが
ほ ぼ同 値 とな る 場合 が 非常 に 多 く出現す る。こ の こ とは 、850hPa

の 水蒸気場が 下 層の 水蒸気場 で は な く、梅雨前線帯 で の 対 流活動

の 結果 と し て 存在す る 湿 舌を表現 して い る 二 とを 意 味 して い る。

3 ．気 圧面 か ら絶対高度の 気象学へ

本研究で は、95ehPaで は なく、高度 500m の 水 蒸 気 場 を基 準 と
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した。こ の こ とは 、強い 台風 が接 近 時 に は 950hPa
が 解析 され ない こ とに 加 え て 、気 圧 面 で は 高度 が

変動 し、そ の 影響 は 下層 ほ ど相 対 的 に 大 き い た め

で ある。なお、950hPa の 高度平均 は 539，9m で 、

分散 は 30，9m で あ る。こ の よ うに 今後 、気 圧 面 か

ら 絶対高度 で 気 象 を 考 え る こ と が 多 く な る と 思

わ れ る。気 圧 面で は 今 ま で の 財産 （解析資料等）
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図 1　2008年 6〜9月 の 相 当温位 （K） の 出 現

　 頻度分 布 ，最大f直で 規格化 した，
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図 3 　 図 2a と同 じ、た だ し、20Q8 年 6 月

　 で 雲 が 存 在 す る領 域 の み の 出現 頻 度．
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図 2 　2008 年 6〜9 月 の 高度 500m の 相 当 温 位 （K ） に 対 す る （a）850hPa，（b）925hPa と（c）250m の 相 当温 位 （K ）
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